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令和７年度 江東区立第四大島小学校 自己評価表 

校長名 池田 哲哉  

 

 目標に向けた取組についての自己評価  
  
   

重点領域１ 学力の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

・「学び方スタンダード」全８項目
学習規律が身に付く指導を行う。 
・校内研究「算数科」を中心に学ぶ
力を高める。 

 
100％ 

・SD 調査「聴き方」「話し方」85％
以上→91 
・校内学力算数「説明できる」の項
目 85％以上 

107％ Ａ 

２ 
・自ら課題に取り組めるように、
Challenge Wednesday における家
庭学習の取り組みを推し進める。 

100％ 
 
・調査「家庭学習」90％以上→90 
85→ 

100％ Ａ 

３ 

・課題解決を図る授業展開を行う。 
（見通す→考える→学び合う→振
り返る） 
・児童一人一人の学習理解状況を的
確に診断・把握して「わかった」を
引き出す指導を行う。 

100％ 

・「話をよく聞き、めあてを持って学
習に取り組んでいる」85％以上 
・校内学力（国語・算数）85％以上 
→91 

107％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
家庭学習をより進めるために「Challenge Wednesday 展覧会」を実施した。この展覧会でいろいろな

学年の家での勉強の様子を知り、また成果を表現できるのでこの展覧会は効果を増した。 
Challenge Wednesday」の取り組みは高い効果を得た。主体的な家庭学習活動が増えた。 
次年度も、学校生活での学習に加え、家での学習にも意欲がわくように「Challenge Wednesday」を

継続してより新しい試みを挑戦していくことを望む。 
 
 
 
 

重点領域２ 豊かな心の育成 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

・児童会活動・学校行事において目
標をもって実践し振り返りも行う。 
・「やってよかった」を実感できる
指導を行う。 

100％ 

・「自分のよさや友達のよさがわか
る」85％以上→93 
・友達や学級、学校のためにすすん
で行動する」85％以上 

109％ Ａ 

２ 

・発達段階に応じた読書活動を充実
させ、各自の読書目標を達成させる
ことを通して、読書の楽しさを味わ
わせる。 

100％ 

・「本を読むのが楽しい」85％以上 
→73 

85％ Ｂ 

３ 

・道徳授業においていじめ未然防止
の授業を各学級３回以上行う。 
・学級活動で思いを大切した学級つ
くりを行う。 

100％ 

・「学校が楽しい」85％以上→90 
・「いじめをしない、させないという
意識をもち相手の気持ちを考えた行
動ができる」90％以上 

105％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
「学校が楽しい」「いじめ防止」「自分の良さがわかる」「進んで行動する」において、目標指数を上回る
良い結果となった。クラスなど集団の中で、弱者と思われる子が居心地の良い指導に徹した。児童理解
の第一歩の「こども基準」を全面に推進した。結果、100%を上回るうれしい達成度となった。ただ、い
ろいろな事情でまだ学校に抵抗のある子もいる。今後は、この居心地の良さを全児童が享受できるよう
に、益々丁寧に「こども基準」の体制で児童の心を育ていってほしいと願う。本を読むのが楽しいが目
標の 85%でなく 73%であった。ＩＣＴ機器の普及や発展によりこどもたちの情報入手や興味関心取得環境
が変容したことが分析される。今後は本とＩＣＴ機器のバランスを見据えて進めてほしい。 
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重点領域３ 健康・体力の向上 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

・各学級で外遊びをしたくなる取り
組みを行う。 
・運動月間（かけっこ、持久走・縄
跳び）における一人一人の発達に応
じた取り組みを行う。 

100％ 

・「すすんで外遊びや運動に取り組ん
でいる」85→80 
％以上 
・「体力調査」都平均以上 

94％ Ａ 

２ 

・避難訓練・安全指導（毎月）セー
フティ教室(SNS ルール）の指導を
行い児童の意識を強める。 
・｢四大小のやくそく｣を掲示し日常
の指導の中で意義を考えさせ、前後
学期に振り返りを行う。 

100％ 

・「命を大切にし、安全に気を付けて
行動している」90％→84 
・「やくそくを守って行動している」
95％→94 

93％
99％ 

Ａ 

３ 
・養護教諭や栄養士などと連携した
「保健・食育」授業を全学級で実施
する。 

100％ 
・「早寝・早起きをし、朝ご飯を食べ、
元気に活動している」85％以上→83 98％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
リアルな健康・体力の専門家を招聘し本物体験の特別授業を実施したり、縄跳び名人や、走り方の指

導、ダンス、を招聘したり、日頃の体育の授業ではＳＤ講師とともに二人体制で行ったりした。こども
たちの興味関心を湧かせたことで、進んで健康体力の向上に励む態度となったことが、良い結果となっ
たと分析する。「外遊び」「健康な生活習慣」「命を大切」「安全な生活」「約束遵守」目標の指数を超えよ
い結果となった。 

 
 
 
 
 
 

重点領域４ 保護者・地域・学校でこどもを育てる教育の推進 

項目 努力指標（教師側） 達成度 成果指標（こども側） 達成度 評語 

１ 

・児童の名前を「○○さん」付けを
徹底する。 
・こどものもつ価値や背景を理解
し、こどもの成長を促す、個に応じ
た接し方で育てる。 

100％ 

・「学校は、一人一人を大切にした教
育を行っている」85％→95 

112％ Ａ 

２ 

・学校支援本部を活性化させ地域や
専門家など外部人材を活用した授
業や、オリパラ教育などを計画的横
断的に実施する 

100％ 

・「学校は、地域や外部人材を活用し
た授業を行っている」85％→97 

114％ Ａ 

３ 

・学校、学年便り、HP 月１回以上
の発行をする。 
・学校公開、学校行事学校評価アン
ケートなどで保護者のご意見を聞
き教育活動のアップデートをする。 

100％ 

・「学校の情報を積極的に発信してい
る」85％→90 
・「学校は、保護者との対話の機会を
設けている」90％→91 

101％ Ａ 

＜結果についての分析と改善策＞ 
学校は、地域や外部人材を活用した授業を行っている」の達成度が 114%(昨年 107％)と増なり、うれ

しい。今年度は、こどもたち成長には、音や匂いなど本物のリアルな体験や経験が欠かさせない。    
今年も、「リアルな体験を」を合い言葉に四大小の教育活動を進めてきた。茶道、華道、着付けなどの

伝統文化体験を始め、商店街体験学習、ＴＧＧ、遠足、安全マップ作り、生魚タッチ、豆腐作り、お好
焼き教室、きのこ教室、理科出前授業、出前プラネタリュウム、大道芸（パントマイム・ジャクリング)、
落語、狂言、劇団四季心の劇場鑑賞、バイオリンによるコンサートなど多種多様に取り入れた。次年度
も積極的にリアルを取り入れ、学校は「地域や外部人材を活用した授業」進めていく。 

 

【評語】成果指標（こども側）の達成度に応じて決定する。 
    Ａ：９０％以上（目標達成とみなし、次年度は新たな目標を設定する） 
    Ｂ：５０％以上９０％未満 
    Ｃ：５０％未満（目標や努力指標等を見直す） 


